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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　近代を対象とする経済史研究は、イギリス産業革命の研究から始まったと言っても過言ではなく、そこか
らさまざまな歴史解釈上の知見が蓄積されるとともに、従来の歴史研究に経済学的な分析視覚が本格的に導
入される端緒ともなった。その後イギリス産業革命研究は、その歴史上の意義に関する解釈が革新性を相対
化する方向に進展するとともに、産業革命と呼ばれた歴史プロセスの細かな事象を、広く収集されたあらゆ
る資料によって詳細に跡づける「小さな歴史」研究が進められることになった。
　一方で、歴史分析という色彩を後退させながら、ひとつの市場経済の形成と発展を経済学的な概念を用い
て分析する方向での研究がその後ますます盛んとなり、むしろ経済史研究の主流となったと言えるであろう。
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さまざまな工夫によって組み立てられたマクロのデータを用いた各国、各地域の産業革命の比較研究もその
ひとつに数えることができる。しかしそこで、 上記の細部にかかわる資料を実証的に分析する 「小さな歴史」
とのあいだに歴史の解釈の上でも方法の上でも大きな乖離が生じているというのが現状である。
　本論文は、そのような現在の研究状況の中で、詳細な資料実証にほとんど関心を持たないという意味で
も、「産業革命」を語らなくなったという意味でも、 歴史研究から遠ざかりつつある経済学的な経済史研究と、 
「産業革命」という「大きな歴史」分析の可能性を否定して「小さな歴史」しか認めなくなりつつある歴史
学的な経済史研究の間に、今日どのような研究上の架け橋が可能であるかを示そうとしたものであると言える。
　本論文の意義は、まず、すでに語り尽くされてその歴史像が確立されたと考えられたイギリス産業革命が、
方法上の分離によって逆にひとつのイメージとしてはとらえにくくなっている研究状況に対して、産業革命
という大きな歴史を語ることの必要性と可能性を今一度提起しようとするところに見いだされる。
　本論文ではそのために、主に外国由来の「新しい商品」の流行とその国内での模倣生産が産業革命に結び
ついたというマキシン・バーグ等の需要の変化を起点とする産業革命論の立場に立って、細部にかかわる資
料を用いて産業革命のプロセスを説明することを試み、まず、バーグの場合にはほとんど意識されることの
なかった消費の変化を実際に担った人々を確定する作業に取り組んでいる。その方法は、市民登録簿、選挙
人名簿、商工人名録、寄付名簿という、従来もっぱら「小さな歴史」研究の記述的な素材としてのみ用いら
れてきた史料を、市民登録簿に現れる個人が、さまざまな市民の属性に結びつく選挙人名簿以下の他の資料
にどのように現れるかという点に注目してデータベース化しクラスター分析を行うというものである。この
ことによって、個人が分散的に現れるだけであった資料に統計的な処理を行い、ある性質を共有する市民の
グループを３つ析出することができた。その中の本論文で第２クラスターと呼ばれるグループが、新しい需
要を担った「ミドリング・ソート」と見なされる人々であったとの結論を得ている。多数を占める製造業者
よりもむしろ商人を中心としたそのグループが「ミドリング・ソート」であったという発見は、本論文が用
いた分析方法によって新しく得られた貢献である。
　続いて、そのグループが確かに消費需要の変化を引き起こしたグループであることを実証しようと、これ
も従来「小さな歴史」のための材料を提供するものと考えられてきた遺産検認目録に注目して、その所有物
の偏りと標本数の制限という最大の資料的欠陥を補うために因子分析とクラスター分析を組み合わせた検討
を行っている。分析の結果、先に析出された商人を中心とする上層商工業者という「ミドリング・ソート」
がぴったり新しい消費をするグループに重なるわけではなかったが、そのグループの中に新しい物品に対し
所有の傾向を持つグルーブの存在を確認することができた。こうして、これまで限られた個人の不十分な消
費傾向を示すだけであった史料を、ある共通の消費傾向を示すグループの存在を示唆するデータとすること
ができたのも本論文の貢献と見なしうる。
　需要の側の変化が産業革命を引き起こしたという大きな議論に、需要の側の質の変化、より具体的には新
しい需要を行う人々の意識における変化が大きく関係しているというのが本論文の次のテーマとなっており、
ここでも人々の意識を反映する投書記事の文章中のキーワード間の結びつき（共起関係）を数量的に把握し、
その変化の傾向から投稿者の意識の変化を探るという新しい手法が用いられている。消費に深く関わる女性
の読む雑誌に注目し、そこに頻出する「結婚」という言葉が当時の女性にとっては階層的な意識を強く反映
することから、その語の共起関係が調べられている。すると、1775年と1790年では共起関係に明らかな違い
があって、この階層の女性たちの間で何らかの意識の変化が起きていることが明らかとなった。従来は記事
の内容の文脈からのみ理解することができると考えられた書き手の意識の変化を、このような形で客観的に
把握できたのも本論文の成果と考えることができるであろう。
　このように、本論文が現在の経済史研究に貢献するところは数多いと考えることができるが、一方、本論
文で不足するところ、改善すべきところもまた存在する。
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　まず、本論文は「ミドリング・ソート」の析出を行っているが、その「ミドリング・ソート」の概念その
ものについてはあまり立ち入った記述を行っていない。もちろんそれは「ミドリング・ソート」の概念につ
いては膨大な量の多様な議論が積み重ねられており、そこに屋上屋の議論を加えるよりは、個人データの統
計的処理によって具体的な階層をとらえることに研究の重点が置かれているためであるが、統計的に析出さ
れたグループの属性を判断し、その階層としての意識の変化に着目する意味からも、「ミドリング・ソート」
の本質について、筆者なりの検討を加えていくことは今後の課題となるであろう。これまでの学界における
研究の蓄積を完全に自分のものとするとともに、本論文の成果はそのための良い出発点となるはずである。
　また、本論文の統計的な処理は大きな成果をもたらすことになったと評価しうるが、それでも違う角度か
ら析出されたグループがひとつの明確な像として完全に焦点が合ったわけではない。それは基礎となる史料
の制約に負うところが大きいとはいえ、使用するデータをさらに渉猟することと、数量的な分析のツールに
ついてさらに工夫する余地があると思われる。今後その方面でさらに精緻化されることが望まれる。
　さらに、共通する性格を持つグループを析出する上で、本論文で分析の対象となった時代と地域がどのよ
うな意味を持ったかについても今後さらに検討する必要があるであろう。そして最後に、これは最も困難な
課題であり、高望みになるかもしれないが、消費の質的、心理的な変化にまで立ち入った分析を行うのであ
れば、階層としての「ミドリング・ソート」の意識とその変化について、より多角的な分析が望まれる。
　以上のような課題が残されているとはいえ、それらはすべて今後の課題というべきものであって、従来の
限られた記述的、個別分散的な史料を用いながら、それをデータベース化し統計的な処理を行うことで、グ
ループとしての一定の属性の析出に成功した本論文の意義を損なうものではなく、本論文は経済史研究のさ
らなる進展に大きく貢献するところ大であると評価できる。
　以上の審査結果に基づき、本審査委員会は、和田将幸氏の論文が博士学位（経済学）を授与するに値する
ものと評価したことをご報告する。
